

· 今回は、それぞれのメンバーが来年度に向けて人材育成プランを作成
　この職場研修担当者連絡会もついに最終回の第５回目となりました。

実は、この会がスタートした時から「最終回は一体どんな形で終わればいいんだろう？」と、私自身秘かに悩んでおりました。そんな時思い出したのが、毎年研修をお願いしている日本女子大学の久田教授が講義の冒頭で必ずおっしゃる言葉です。
「研修や学習会という学びの場は、行動を起こすためにある！！」

　この連絡会が行きつくところも、皆さんに行動を起こしていただくことだと思い、この最終回はメンバーの皆さんそれぞれに『私の人材育成チャレンジプラン2012』を作成いただくこととしました。
· 第５回連絡会の実施状況
	日　時
	平成２４年３月９日（金）１３：００～１７：００

	場　所
	特別養護老人ホーム　厚寿苑

	参加者
	・職場研修担当者連絡会の会員９名

・助言者　介護労働安定センター静岡支部　介護人材育成コンサルタント

・県社会福祉人材センター研修課　


１　人材育成に関する来年度の取組計画「私の人材育成チャレンジプラン2012」について
　　 参加者には、「私の人材育成チャレンジプラン2012」というＡ４判１枚のシートを使い、来年度の人材育成に関する取組プランを事前に作成していただきました。

連絡会当日は、各自がプランを発表した後、それに対して他のメンバーが質問やアドバイスを行いました。参加者の皆さん、それから助言者としてお招きした介護労働安定センター静岡支部介護人材育成コンサルタントの方から、様々な建設的な意見が出て、個々のプランがより実効性の高いものへと磨き上げられていきました。
　　（チャレンジプランの概要）
	プランの名称
	プランの概要

	意識を高く、意識を行動に、意識を具体的に
	個々の職員が立てた業務目標について、「チャレンジカード」を活用しながら進捗状況の管理をしていく。

	新教育プログラムの作成
	現行の職員教育プランを見直して、職員が自己の成長を実感できるとともに、それが人事考課にもつながるような仕組みを作る。

	委員会メンバーに研修を作らせちゃうぞ作戦
	排泄委員会が意欲的に取り組んできた「ポジショニング」を施設内に浸透させるため、排泄委員会に対し講習会の実施を働き掛ける。

	情報伝達コミュニケーション
	情報伝達の強化に向け職員アンケートを実施し、なぜ情報伝達ができないかの分析を行い、その後の講習会へとつなげていく。

	ケア統一と技術向上へのチャレンジ
	トランス方法に関する全職員アンケートを実施し、事故対策委員会等で改善案を検討する。

	こどもの笑顔！
	平成24年10月の障害者虐待防止法の施行に合わせ、セルフチェックのできるシートを検討し導入していく。

	やる気、元気プロジェクト
	職員のやる気や元気を引き出すため、アイディアの提案・実行のポイント制を導入し、ポイントの高い職員は年度末に表彰する。

	指導力を高めよう！
	新人マニュアルを見直すとともに、新たに指導者用マニュアルを作成して指導レベルの均一化を図っていく。


２　今後の職場研修担当者連絡会の活動について
　　本連絡会は県社会福祉人材センターが事務局となり、今年度末までという期間限定で活動をスタートしましたが、「貴重な情報交換の場となっており、頻度は少なくなっても活動は継続していきたい」といった声が数多く上がったため、今後はメンバーによる自主的な運営で活動を継続していくこととなりました。
＜全５回の連絡会を終えて＞
職場研修を企画・実施する担当者は、介護サービスの質を左右することとなる人材の育成に直接的に関わるわけですので、施設・事業所内の極めて重要なポストを担っているといえます。しかしながら、担当者となられた方の多くは、人材育成に関する特別な教育の機会を与えられることもなく、これまでの業務経験や勘を頼りにいわば手探りで取り組まざるを得ないというのが実情ではないかとも感じています。また、特殊なポストゆえに職場内で孤立しがちとの話も耳にします。
本連絡会は、こうした実態を踏まえ、研修に関する情報とスキルを交換するとともに、参加者同士がお互いの悩みを共有する場を提供することを目的にスタートしました。

これまでの１年あまりの活動を振り返ると、計５回の情報交換の機会を通じてメンバー相互の関係が築かれてきたのではないかと感じていますし、また、中にはメンバーの事業所間で職員を派遣し合うという例も見られるなど、波及効果も生まれてきたのではないかとも思っています。一方、私ども県社会福祉人材センターにとっても、現場職員の本音を聞かせていただける場としてとても貴重でありました。

今後は、連絡会に参加したメンバーが自主的に運営し、活動を続けていく形とはなりましたが、当センターといたしましても発足から関わってきた経緯もあるわけですので、引き続きお手伝いをしていきたいと考えています。






社会福祉施設・介護保険事業所の


職場研修担当者による連絡会


（第５回）を開催しました！！














1

